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論文内容要旨
 研究目的と実験方法
 本態性高血圧症を代表とする一群の全身性高血圧性疾患の発現機序に関しては,現在,まず最初
 に全身の小動豚系の管壁に,機能的な緊張亢進Hypertonusないし痙縮Spasmが初発し,
 次いで,その程度の強弱や持続期間の長短などの諸条件によって,そこに器質的な管壁の変化とし
 て,小動豚の肥厚ないし硬化8cler・sisが随伴し・,かつ進展するのがダイナミックな病態の主
 体であると考えられる。かような発現機序の考えられる全身性小動詠性疾患群diffusearte-
 riolardiseasewithhyperte皿si。nにおい・て,小動詠系の機能的ならぴに器質
 的変化の形態を,形態的かつ継時的に観察・追究しうる場としての条件が,眼底の網膜小動豚糸に
 最もよく具備されていることは,今日ではすでに周知の事実である。
 このような観点から,眼底写真による網膜血管の計測を試み,本態性高血圧症ならびに妊娠中毒
 症を研究対象とし,特にその網膜小動豚の分岐部における血管の動態を計測的に追究して,いわゆ
 る分岐角の鋭角化Scharf-Winklisierung,鈍角化Stumpf-Winklisierungの
 実態を明らかにする目的で,研究を行なった。即ち臨床例ならびに実験動物について,網膜血管分
 岐部の形態を数量的に比較するために,分岐角の実測および分岐枝の蛇行率を計測して,それらの
 成績を検討の資料にした。
実験成績
 1)分岐角の計測については,臨床的な症例および実験動物について試みた結果,従来の分岐角
 計測法そのものに多くの検討を要する問題恭あることをまず発見し渇即ち,妊娠中毒症例で出
 産前の妊娠中毒症期と出産后の中毒治療期とで,従来の如き計測方法では角度の数量的な差は証明
 されない。しかし実際の眼底所見としては,中毒症の前后で分岐角の鋭角化や鈍角化は明らかであ
 る。かような症例にあっても,同一条件下で,同一の計測法では,その前后の角度の値いには,少
 なくとも着意の差は認められない。この事実は,実験動物の昇圧試験ないし,降圧試験の前后につ
 いても,まったく同様な成績であった。
 2)分岐枝の蛇行率の計測については,対照例,高血圧症例,妊娠中毒症例,および実験動物に
 ついて,それぞれの実験成績を得た。まず高血圧症例については,KW分類による第1群がら第4'
 群までの計測対象の平均年令はいずれも50才台セあった。対照例の50才台を規準にして各群に
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 ついて比較してみると,第1群では4象限の分岐部蛇行率の平均値は1.026で正常50才台の平均
 値1.028と近似値を示し,有意の差は認められない。そのほかKW第2群,3群,4群について
 も,算術的には数値のちがいが認められ集計的に直線化の傾向がみられたが,統計学的には有意の
 差は認められなかった。妊娠中毒症の症例の成績については,計測の対象はいずれも20才台で,
 平均年令は25.4才であった。.これを正常2'0才台健康婦人ならびに正常経過妊娠婦人の群の成績
 に比較すると,外上方,.内上方・,内下方の各象限の分岐部では,すべての蛇行率に有意の差を認め
 た。ただし,外下方象限の分岐部については有意の差を認めなかった。実験動物については,昇圧
 剤、降圧剤の投与の前后について,上記と同様な成績を観察・記録することができた。
考按
と
総括
 上記の如き実験成績を考按するに,網膜血管の分岐形態にはすでに生理的,基本的に各種の形が
 分類されるが,本態性高血圧症を代表とする一群の全身性高血圧性疾患では,網膜小動豚の分岐部
 における動的病態は,従来の如き分岐角の計測法によって評価することはでぎないものと考える。
 換言すれば,分岐部の角度そのものが,鋭角であるか,それとも鈍角であるかと云う問題よりも,
 正常ないし生理的な分岐角に比べてその鋭角化Scharf-Winklisierung,または鈍角化
 Stumpf-Winklisierungの動的所見の有無が重視されるのである。それを数量的に表示
 するには,発病の機転から考えても,分岐枝の蛇行率に還元して検討の要のあることが,おのずか
 ら明らかだと考えられる。かような観点から行なった著者の実験成績によれば,本態性高血圧症の
 各群では,同年代の対照正常例の網膜小動1泳における各分岐枝の蛇行率に比較して,1乳頭径内の
 計測値では、そこに有意の差を認めなかった。しかし,妊娠中毒症例では有意の差が認められた。
 このことは,実験動物を用いて,その昇圧と降圧の前后について明らかな有意の差として,実験的
 にも裏ずけることができた。
結論
 網膜小動詠糸における分岐角の計測については,本態性高血圧症例,妊娠中毒症例,および昇圧
 ・降圧前后の動物実験においても有意の差は認められなかった。これに対して分岐枝蛇行率の計測
 については,本態性高血圧症例において有意の差は認められなかったが,妊娠中毒症例,動物実験
 例においては,明らかに有意の差が認められた。
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 審査結果の要旨
 研究目的と実験方法
 本態性高血圧症を代表とする一群の全身性高血圧性疾患の発現機序に関しては,現在,まず最初
 に全身の小動詠系の管壁に,機能的な緊張亢進Hypert。nusないし痙縮Spasmが初発し,次
 いで,その程度の強弱や持続期間の長短などの諸条件によって,そこに器質的な管壁の変化として,
 小動詠の肥厚ないし硬化Scler・sisが随伴し,かつ進展するのがダイナミックな病態の主体で
 あると考えられる。
 このような観点から,眼底写真による網膜血管の計測を試み,本態性高血圧症ならびに妊娠中毒
 症を研究対象とし,特にその網膜小動肱の分岐部における血管の動態を計測的に追究して,いわゆ
 る分岐角の鋭角化Scharf-winklisierung,鈍角化Stumpf-winklisierungの実
 態を明らかにする目的で,研究を行なった。即ち臨床例ならびに実験動物について,網膜血管分岐
 部の形態を数量的に比較するために,分岐角の実測および分岐枝の蛇行率を計測して,それらの成
 績を検討の資料にしたも
実験成績
 1)分岐角の計測については,従来の分岐角計測法そのものに多くの検討を要する問題があること
 をまず発見した。即ち,妊娠中毒症例で出産前の妊娠中毒症期と出産後の中毒治癒期とで,従来の
 如き計測方法では角度の数量的な差は証明されな%しかし眼底写真においては,中毒症の前後で
 分岐角の鋭角化や鈍角化は明らかである。
 2)分岐枝の蛇行率の計測嗜ついては,対照例,高血圧症例,妊娠中毒症例,および実験動物につ
 いて,それぞれの実験成績を得た。まず高血圧症例については,対照例の50才台を基準にして各
 群について比較してみると,第1群では4象限の分岐部蛇行率の平均値は1.026で正常50才台
 の平均値1.028と近似値を示し,有意の差は認められない。そのほかKW第2群,3群,4群
 についても,算術的には数値のちがいは認められ,集計的に直線化の傾向がみられたが,統計学的
 には有意の差は認められなかった。妊娠中毒症の症例の成績については,正常経過妊娠婦人の群の
 成績に比較すると,外上方,内上方,内下方の各象限の分岐部では,外下方を除くすべての蛇行率
 に有意の差を認めた。実験動物については,昇圧剤,降圧剤の投与の前後について,上記と同様な
 成績を観察・記録することができたも
 上記の如き実験成績を考按するに,本態性高血圧症を代表とする一群の全身性高血圧性疾患では,
 網腱』・動豚の分岐部における動的病態は,従来の如き単なる分岐角の計測法によって評価すること
 はできなかったが,角度のみならず分岐枝の蛇行率に還元して綜合的に検討すると,妊娠中毒症例
 では有意の差が認められ,また実験動物を用いて薬剤に・よる昇圧と降圧の前後について計測すると
 明らかに有意の差が認められた。また本態性高血圧症例においても算術的には直線化の傾向が計測さ
 れた。
 以上の実験成績は学位に値するものと認める。
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